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　松江市北消防署　東部分署

90分 13時25分 13時30分

土砂災害救出訓練

訓練時間

14
訓練
番号

15時00分

１　訓練項目別概要票

訓練名称

訓練所要時間 待機完了 出　動 完了

訓練想定

参
　
加
　
部
　
隊

隊別 鳥取県

訓練趣旨
●多様な事故形態が想定される土砂災害の現場において、過去の災害を基に３種類
（車両埋没・水道工事中の生き埋め・家屋への土砂流入）の訓練想定を設定した。
★土砂災害におけるトリアージ方法、重機の有効的な活用、要救助者へ対しての土
圧の適切な管理及び傾斜した建物への適切な安定化処置を考慮した効果的な救助活
動の展開を想定した。

合計

隊数

島根県

津波・大規模風水
害対策車(バギー)

1

訓練場所

　土砂災害が発生し要救助者がとり残されている。

指揮支援部隊 　神戸市消防局指揮支援隊

特殊装備小隊
（重機）

合計

1

　《活動概要》

　１　統括統合機動部隊長
　　　現場指揮本部を設置し、各県統合機動部隊及び県内応援隊の活動調整及び指揮系統を明確化
　　した活動を実施

　２　救助小隊及び消火小隊
　　　土砂災害現場において特殊装備小隊と伴に効果的な活動及び救急活動支援を実施
　
　３　救助小隊　(バギー)
　　　土砂災害現場において傷病者の搬送が困難な場所から応急救護所までの傷病者搬送を実施

　４　特殊装備小隊（重機）
　　　土砂災害現場において救助小隊と伴に効果的な救助活動を実施

　５　救急小隊
　　　要救助者のトリアージ、応急手当、応急救護所の設置及びを実施

　６　島根県石油協同組合
　　　被災地へ集結した応援車両へ対して、ローリから給油を実施
あああ（給油は模擬とし、仮貯蔵・仮取扱の検証を実施）

　島根県石油協同組合

救助小隊

岡山県

部隊名
統合機動部隊指揮隊

消火小隊

隊数

2

4

1

3

4

1

救急小隊

15
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Ａ棟（緑１名、黄２名、赤２名）Ｂ棟 １階（緑１名、赤３名）２階（緑２名、赤１名）

1

2

3

【傷病程度等】

２　訓練想定・施設

【要救助者状況】

被災車両４台（①赤２名、②赤１名、③黄１名・赤１名、④黄４名・緑１名）

土砂上に緑５名、土砂胸まで黄１名、土砂首まで赤１名、土砂下1.5ｍ黒１名
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３　訓練評価

４　活動状況

（１）土砂災害生埋め者救出訓練において、訓練時間内に要救助者の発見に至らず、訓練終
　　了後も要救助者の位置等が不明であった。　訓練終了後に、訓練参加隊への詳細な訓練
　　想定（要救助者情報）のフィードバックがあれば、各隊の反省に活かすことができる。
　　（岡山県統合機動部隊）
（２）救急隊の活動は救急隊に全て任されるような指示があったが、救急隊は岡山県隊に
　　２隊しかおらず、傷病者の数からすると、救急隊を統括する人員を設ける余裕がなかっ
　　た。流動的に島根県隊の救急隊に指揮を執ってもらい指揮隊との調整を依頼した。救急
　　隊の統括責任者を設け、その指揮の下で救急隊が活動する。（2日目の部隊運用訓練では
　　救急隊の統括責任者が明確で、活動がしやすかった。) （岡山県統合機動部隊）
（３）即応訓練時、DMATの要請、派遣について実際に部隊が来るのか、みなしなのか分から
　　ず、訓練中に混乱した部分があった。ブラインド訓練なので、要領等について必要最低
　　限の打合せはしっかりしておく必要があると思われます。（鳥取県統合機動部隊）
（４）即応訓練（土砂災害）時、統合機動部隊が2隊（岡山、鳥取）おり、岡山県隊が指揮を
　　取ることとなったが、指揮所が２箇所設営及び岡山の訓練ブースの前に鳥取指揮所、鳥取
　　訓練ブース前に岡山指揮所が設営され、どちらが統括指揮所か迷う場面があった。（島根
　　県内参加部隊）
（５）土砂災害訓練においては救出面だけでなく、国土交通省（TEC-FORCE）と連携し、二次
　　災害対策を含んだ総合的な訓練を行う必要がある。（島根県内参加部隊）

【参加部隊】
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指揮支援部隊 　岡山市消防局指揮支援隊

29

　《活動概要》

　１　統括統合機動部隊長
　　　現場指揮本部を設置し、各県統合機動部隊及び県内応援隊の活動調整及び指揮系統を明確化
あああした活動を実施

　２　消火小隊
　　　危険物積載車両の事故における適切な対応を実施
　
　３　救助小隊
　　　橋梁上及び河川への墜落による活動困難な状況における効果的な救助活動を実施

　４　通信支援小隊
　　　災害現場における情報を遠隔地へ効果的に伝達

　５　救急小隊
　　　要救助者のトリアージ、応急手当、応急救護所の設置及びを実施

関係機関

合計 17 9 3

10

1

後方支援小隊 8 2

5

通信支援小隊
（無線中継車）

1

5

救急小隊 2 2

6

消火小隊 2 2 1

1

2 1

2

救助小隊 3

隊数
統合機動部隊指揮隊 1 1

部隊名 隊数 隊数 隊数

合計

訓練場所 　島根県消防学校

訓練想定

　多重衝突事故が発生し要救助者がとり残されている。

訓練趣旨
●対応が困難な想定される多重衝突事故の現場において、過去の災害を基に２種類
（橋梁上での危険物積載車両と丸太運搬車両が絡む多重衝突事故・立体駐車場から
河川への転落事故）の訓練想定を設定した。
★危険物積載車両への適切な対応、救助工作車が進入不能な橋梁上での救助活動、
ヘリコプターとの連携及び水際での活動におけるゾーニング（ＰＦＤの適切な着
装）を考慮した効果的な救助活動の展開を想定した。

参
　
加
　
部
　
隊

隊別 広島県 山口県 島根県

訓練時間
訓練所要時間 待機完了 出　動 完了

90分 13時25分 13時30分 15時00分

１　訓練項目別概要票

訓練名称 多重事故衝突事故対応訓練
訓練
番号

15
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【傷病程度等】

２　訓練想定・施設

【要救助者状況】

車両９台　要救助者２１名（赤４名、黄４名、緑１３名）

車両２台　要救助者４名（黄２名、赤２名）

橋梁

立駐
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（１）大型車両が訓練場入口に停車したため後続の車両が進入できなかった。車両誘導員の
　　増員及び活動を考慮した誘導をするため入念な打合せの実施が必要。
（２）消防学校敷地内の訓練に於いて、消防車両が行き詰まり救急車両の搬出ルートが塞が
　　れていた。被災地職員役を増員し、車両誘導を行う必要性を感じる。

４　活動状況

３　訓練評価

【島根県評価員】
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備　考

指揮支援隊の宿営場所

　　広島市消防局指揮支援隊（指揮支援部隊長）及び岡山市消防局指揮支援隊は
　島根県消防学校とし、神戸市消防局指揮支援隊は安来市消防本部庁舎とした。

146

　《活動概要》

　１　全隊
　　　後方支援小隊を中心に後方支援活動を実施

　２　県大隊
　　　燃料補給車を活用した燃料補給訓練を実施あああああああああああああああああああああああああああああ
あああああああああ（給油は模擬とし、仮貯蔵・仮取扱の検証を実施）

8

1

合計 34 17 1 19 14 10 10 19

45

1

14

0

島根県内消防応援隊指揮隊代行

4 18

後方支援小隊 17 4 7 6 43

4 17

救急小隊 3 3 3 2 2 1

3 23

救助小隊 3 3 3 2 1 1

1 9

消火小隊 6 3 3 3 2 3

1

2

県大隊指揮隊 1 2 2 1

隊数 隊数 隊数 隊数
指揮支援部隊長 1

部隊名 隊数 隊数 隊数 隊数 隊数

鳥取県 山口県 愛媛県 高知県 島根県 合計香川県徳島県

訓練場所 　後方支援活動訓練会場等

訓練想定

　自己完結型の後方支援活動訓練を実施する。

訓練趣旨
●被災地における長期間にわたる消防活動を想定し、県大隊ごとに自己完結による後方支援活動を実
施する。
★宿営地における清潔区域の確保（デコンタミネーション）及びゴミの削減に着目した後方支援活動
の展開を想定した。

参
　
加
　
部
　
隊

隊別 広島県 岡山県 兵庫県

訓練日時 　 10月20日(金) 16:00　～  10月21日(土)　6:00

１　訓練項目別概要票

訓練名称 後方支援活動訓練
訓練
番号

16

隊数

1

1

隊数

1

2

4

4

指揮支援隊長 1 1

1

2

3

1 1

1 2

特殊装備小隊 2 1 1

通信支援小隊 1

3 4

2 6

特殊災害小隊
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２　訓練想定・施設

テント配置図
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４　活動状況

３　訓練評価

【参加部隊】

（１）会場のグランド状況については最適（全天候型）であったが、車両の進入及び駐車ができ
　　ないため、資器材の搬入・搬出が困難であった。後方支援車両のうち、資器材を積載してい
　　る車両の駐車場所の確保等（広島県大隊）
（２）宿営地である松江総合グラウンドの陸上競技場内への進入については、デコンの観点から
　　運動靴への履き替えを促されていたが、徹底されていなかった。また、デコンエリアがかな
　　り簡素的なものだった。デコンについても、後方支援訓練の一環であることを周知徹底を図
　　るとともに、デコンエリアを広く設定すること。（岡山県大隊）
（３）清潔区間確保（デコンタミネーション）の徹底がなされていたとは思えなかった。たらい、
　　ブラシ及び水タンク（桶）を準備していたが、周知不足で表示も分からなかった。隊員配置
　　を考慮できればよいと考える。（愛媛県大隊）
（４）各県大隊の宿営エリアが事前に指定されていた。激励巡視等の関係上、実施計画で各県大
　　隊の宿営エリアが事前に指定されているが、実災害を想定すれば宿営エリア等については現
　　地で検討すべき事項であると考えられるため早期に到着した県大隊等に宿営エリアの割振り
　　を行わせる。（徳島県大隊）
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1

2

訓練日時 　10月20日(金)　17:15　～  18:15

訓練場所 　後方支援活動訓練会場（松江総合運動公園　陸上競技場内会議室）

　指揮支援隊が指揮支援部隊長により部隊配置の指示を受けた緊急消防援助隊と連携する
うえで、被害状況及び編成された部隊の特色等を考慮し、統括県大隊長を指名し、活動調
整を実施

活
動
概
要

指揮支援部隊長

　被害状況、部隊規模及び部隊の装備特色等を考慮し、被災地ごとの部隊配置について指
示下命

指揮支援隊長

訓練項目別概要票

訓練名称 活動ミーティング 訓練番号 17

訓練主眼
　　２日目(21日)の部隊移動後の活動内容及び活動方針等について活動
  ミーティングを実施する。

備　　考

参加機関
　指揮支援部隊長・各指揮支援隊長・各県大隊長
　島根県内消防応援隊指揮隊・島根県内消防応援隊指揮隊代行

訓練担当 　松江市消防本部・安来市消防本部
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29

　《活動概要》

　１　統括県大隊長
　　　現場指揮本部を設置し、各県大隊及び県内応援隊の活動調整及び指揮系統を明確化
　あした活動を実施

　２　消火小隊
　　　中高層火災・街区火災及び狭隘空間救助への適切な対応を実施
　
　３　救助小隊
　　　中高層火災・街区火災及び狭隘空間救助への適切な対応を実施

　４　特殊装備小隊（梯子車）
　　　中高層火災における効果的な車両活用を実施

　５　救急小隊
　　　要救助者のトリアージ、応急手当、応急救護所の設置及びを実施

指揮支援部隊 　岡山市消防局指揮支援隊

合計 5 9 6 5 4

1

8

特殊装備小隊（梯子
車）

1

8

救急小隊 2 3 2 1

6

消火小隊 1 2 2 2 1

6

救助小隊 1 3 1 1

隊数
県大隊指揮隊 1 1 1 1 2

部隊名 隊数 隊数 隊数 隊数 隊数

高知県 島根県 合計

訓練場所 島根県消防学校

訓練想定

島根県消防学校において中高層火災及び街区火災が発生又、地震により
狭隘空間へ要救助者がとり残されている。

訓練趣旨
●夜間における中高層火災及び街区火災又、地震による狭隘空間への閉じ込めを想
定し訓練を設定した。
★梯子車の有効な活用、中高層建物における階段使用不能等の活動障害を考慮した
活動及び狭隘空間における要救助者の予後考慮した効果的な救助活動の展開を想定
した。

参
　
加
　
部
　
隊

隊別 徳島県 香川県 愛媛県

訓練
番号

18

出　動 完了

105分 19時05分 19時15分 21時00分
訓練時間

訓練所要時間 待機完了

１　訓練項目別概要票

訓練名称 夜間訓練
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２　訓練想定・施設
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【要救助者情報】

主訓練塔

補助塔
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（１）訓練開始の指示等がコントローラー側と訓練実施側と意思疎通がうまくいかず、少し手
　　間取ってしまう場面があった。訓練開始時間は、野営訓練場所を出発する時から開始し
　　て、順次到着した大隊から訓練に着手しても良いのではないか。より実践的な訓練になる
　　と感じる。（高知県大隊）
（２）実災害を考慮して、指令からの動き出しが同じであれば、遅延した隊があったとしても
　　訓練開始して良いと感じた。また、訓練の進行状況確認及び安全管理を担うスタッフの打
　　ち合わせは重要なので、ミーティングの時間は十分に取って行うべきと考える。（島根県
　　内消防本部）
（３）消防学校での訓練は、学生の傷病者役での参加や高層建物を想定した訓練の実施が出来
　　る等のメリットを感じた。（島根県内消防本部）

４　活動状況

●中高層火災対応訓練・街区火災対応訓練

【参加部隊】

３　訓練評価
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●狭隘空間救助訓練
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